










昨年の本班会議において約 1%近くある再採血率を減らしうる方法として,第一に未熟児,

低出生体重児において成熟新生児とは別の cut-off 値を設定する。第 2に現在用いている

cut-off 値よりも高い所に cut-off 値を設定する。第 3 に 17-OHP とともに Cortisol を測

定して 17-OHP/Cortisol 比をとるなどの方法を提示し,実際のマス・スクリーニングにおい

ては 17-OHP/Cortisol 比をとる方法が有用であることを報告した。今回再採血に大部分を

占める未熟児を対象としてこの 17-OHP/Cortisol 比の有用性をさらに検討した。また

17-OHPの測定法としてCortisol測定を併用することで抽出法を用いずとも直接法で21水

酸化酵素欠損症と他の要因で17-OHP 値が高値を示す case との判別が可能であることが解

ったので報告する。 


